
新人薬剤師の 1 年間の業務の流れ 
 

新人教育マニュアルより 

 

 

4月

•免許登録までは１次監査必要

•ピッキングから開始 慣れたら一包化、水剤、外用剤、粉砕を行う

•最初は粉・一包化・水剤は確認する（慣れてきたら粉砕・２種以上混合する水剤・軟膏以外は独
立）

•午後の業務に慣れたら３週以降で鑑別業務（先輩薬剤師が最終確認する）

•早ければ４月最終週くらいにハガキが届く。登録が済み次第、一次監査免除。窓口対応は１週間
くらい薬剤師見守り下で対応

5月

•午前の注射業務開始。

•TEL対応開始 対応時「新人の～です」という

•窓口業務開始（1週間程度は先輩薬剤師見守り下で）

•３週目から２次監査開始（簡単なものから）

•麻薬の払い出し開始（1週間程度は先輩薬剤師見守り下で行う）

•TPN業務開始（先輩薬剤師と一緒に入る 慣れてきたら一人で）

6月
•抗がん剤調製業務開始（先輩薬剤師と一緒に入る 慣れてきたら一人で）

•当直までにできるようになることチェックリストを出来るようにする

7月

•内服B業務開始

•当直に入る

•仕事のスピードアップをはかる

8月

•TDM開始（先輩薬剤師に確認してもらう）

•インスリン等の自己注射指導練習（先輩薬剤師に手技説明確認してOKなら一人で指導可）

•病棟業務開始（午後のみ 病棟担当薬剤師と一緒に指導する）

9月

•内服A業務開始

•金・土・日（、祝日）の当直に入る

11月
•注射A業務開始

12月
•担当病棟決定 3週目からは一人で上がる

2月
•午前病棟開始

3月
•新人・実習生に教えられるように


